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                              令和３年２月１６日 

高松市教育委員会 

保健体育課長 殿 

                学校名   高松市立香西小学校      公印 

                校長名   大石 桂司           省略   

 

令和２年度 高松市防災教育講師派遣事業報告書 

 

次のとおり、標記事業を実施したので、報告します。 

学 校 の 名 称 高松市立香西小学校 

派 遣 内 容 防災教育に関する出前授業 

日 時 令和３年１月２７日（水）９：３０ ～１０：１５   

場 所 高松市立香西小学校 体育館 

対 象 者 

参 加 人 数 

 

児童数     ９４名   

クラス数     ３クラス  

教職員      ３名 

その他      ０名 

 

内 容 ・ 日 程 等 

 

① 地震・津波発生の仕組み 

② 災害時の避難準備（災害救助袋に必要な物） 

③ 災害時の緊急連絡先や避難ルートの確認 

 

 

 

 

取 組 に お け る 成 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地震や津波発生の仕組みを、図で説明していただいたり、クイ

ズを出していただいたりして、児童の興味・関心を高まった。 

＜添付資料 写真 防災１：クイズ＞ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取 組 に お け る 成 果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 実際の生活場面で、様々な時間帯や場所を想定した避難方法を

シミュレーションすることにより、児童が具体的にどう動くのか

イメージできた。また、児童の予想した考えを発表することで多

様な考え方や気付きが生まれた。 

＜添付資料 写真 防災２：帰り道に地震が発生したら＞ 

 

○ 災害時に避難所へ避難したとき、最も重要な問題である汚物の

処理について、児童は考えていなかった。しかし、尿を固めゴミ

として出せるようになることが分かり、避難所での生活の苦しさ

や不便さを学ぶことができた。 

・ペットボトルの水が固まったことに驚いている児童 

＜添付資料 写真 防災３：尿が固まる！＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

取 組 に お け る 成 果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地震や津波が発生し電話が不通になった時、日頃の連絡先や集

合場所の設定や確認方法の重要性を学んだ。また、配付資料をも

とに「早速家族会議を開き、災害に備えたい」という意欲が高ま

った。 

＜添付資料 写真 防災４：資料をもとに避難確認＞ 

 

 

 

今 後 の 課 題 

 

 今回は６年生を対象に出前授業をお願いした。６年生に設定した

理由は、小学校段階で身に付けておきたい災害に対する基礎知識の

定着が主な理由である。今後は、今回の知識を生かし、地域の中で

共助の中核を担えるよう実践力を身に付けさせたいと思う。 

 また、防災教育は学校だけが行うものではなく、家族・地域が一

体となって取り組むべき内容である。今回は、保護者の授業参観が

叶わなかったが、今後は保護者・地域も巻き込んだ出前授業となる

よう働きかけたい。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 


